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呑 川 と 六 郷 用 水        寄立 美江子 

 

１．六郷用水とは？ 

徳川家康は豊臣秀吉から「関東に行け」と云われ、駿河の国から江戸に移って来たのが天

正 18 年（1590）で、時は戦国時代、江戸城を造るより先に、家臣の食・住について思いめ

ぐらしていたであろう。そこで目を付けたのが、多摩川流域の広大な平地でした。 

家康は関東入府より７年後、この多摩川の水を大田区の広い六郷地区に引くことと、川崎側

も同様に多摩川の水を稲毛領・川崎領にも水を引き食料の確保を考えました。 

慶長 10 年（1597） 現在の大田区蛸の手辺りから測量が始まり、測量には 2 年程もかかっ

た。掘り始めて 1 年後、家康は慶長 13 年（1600）関ケ原の戦いをし、慶長 16 年（1603）

征夷大将軍に昇りつめ、この戦乱の中、農民たちは用水を掘り続けました。狛江市和泉から

取水し、途中自然河川を利用して水量を確保しながら、用水を大田区まで流してきました。 

 

上の図は六郷用水に流れ込んでいた水路が描かれていて、地図の左から六郷用水を辿って

みると、最初に旧野川が六郷用水に合流している。2 番目入間川が合流、3 番目仙川、4 番

目谷戸川である。そして水量を確保しながら用水は大田区まで流れてきた。そのほか、谷合

いからの湧水が助けになって、大田区の広大な平地に用水を運んで来たのが六郷用水です。
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川崎側も同様に多摩川右岸から取水して稲毛領・川崎領を潤し、この二ヵ領用水は六郷用水

よりも長く、取水口は上流の上河原と宿河原の二か所から取水している。 

 

２．六郷用水を辿って見る。 

取水口狛江市和泉・・・→野川と合流・・・→岩戸・・・→喜多見・・・→入間川合流・・・

→次太夫堀公園・・・→大蔵・・・→東名高速を潜る・・・→永安寺・・・→仙川合流・・・

→岡本民家園で休憩・・・→この辺り自動車は多いが、流れに添って遊歩道が作られていて

気分が良い。・・・→砧公園より流れてくる谷戸川と合流・・・→２４６号線を潜る・・・

→二子玉川駅は通らず田園都市線を潜る・・・→この辺り世田谷区瀬田・・・→その先大井

町線も潜る。・・・→上野毛自然公園で一休み・・・→上野毛・野毛で第三京浜の下を通る・・・

→多摩川が迫ってくるので、多摩川の土手に昇って川面を見るのも気分が晴れる。・・・→

またちょっと内陸へ入り谷沢川と出会う。谷沢川は都内では珍しい等々力渓谷の流れを持っ

た川である。渓谷を作る水勢で削られた川であるためか、水底は深く六郷用水は谷沢川を懸

け樋で渡ったという。・・・→世田谷区尾山台を過ぎると田園調布、大田区に入る。 

＜和泉取水口辺りに建てられた水神社＞       ＜岡本民家園＞ 

＜次大夫堀公園＞              ＜田園都市線を潜る＞ 
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３．大田区まで流れて来た六郷用水は、区内の何処を流れていたか？ 
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青色の線は明治 14 年に発行された地図に書かれていた水路で、現在の家並みが無かった

時の田んぼが広く分布していた時代の水路です。緑色は改良された水路で、昭和の中程まで

残っていて、昭和 48 年に発行された古い住宅地図に水路が載っている、その水路です。 

ご自分の家の前の通りに緑や青の線が見つかったら、家の前に六郷用水が流れていたという

事を理解しましょう。                     

 

 ４．六郷用水復元水路 

現在の多摩川駅に隣接する「せせらぎ公園」から湧き出る湧水を利用した、中原街道下か

ら清流復活事業による工事で、埋め立てられた六郷用水が復活して水面を現し、約 1 キロメ

ートルの流れが造られ散策を楽しむことが出来るようになりました。 

 

５．嶺の切通し 

 

「南北引分」迄歩く途中の復元水

路が無くなったあたりから、水路跡

は登坂になる。水は坂を登ることが

出来ないので、ここが「嶺の切通し」

と云われている六郷用水開削時の

難所だったところです。 

 

＜嶺の切通し写真＞ 

 

 

６．南北引分 

 

水 路 跡 は 環

状 八 号 線 を 斜

め に 渡 っ て 千

鳥 町 三 丁 目 で

南 北 引 分 の 地

点に着きます。

こ こ か ら 南 堀

と 北 堀 の 二 手

に 分 か れ て 用

水 の 勤 め を 果

たします。 
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八寸の堰 

南北引分から南と北に用水は分かれますが、北堀を行くと千鳥町駅の踏切を渡り、千鳥い

こい公園に添って第二国道迄行き、国道を渡って池上警察署脇の緑道を進みます。水路跡は

池上図書館の前を通り、本門寺前通りを突っ切ってようやく八寸の堰の分かれ道に着きます。 

 

７．中土手事件 

 

本流呑川を行くと左岸に池上第二小学校がある。その昔この辺り（上堰橋）から呑川の真

ん中に、ほぼ 200 メートルの長さの土手がありました。流れは 2 流に分かれ、一流は三大

森村用水として大森町方面へ。一流は北蒲田村用水として蒲田方面へ流れていました。とこ

ろが、大雨等で池上地区が度々水害に見舞われ、中土手が災いしたとみた住民が、中土手を

撤去するように蒲田地区に申し入れたが良い回答は得られなかった。池上地区の住民が立ち

上がり、昭和 6 年の大雨の日に中土手を打ち毀した。警察も出動してきたが止めることは出

来なかった。という事件です。 

 

８．菖蒲橋（アヤメ橋） 

何故アヤメ橋かというと、この地区には明治 35 年（1902）に菖蒲園が開設され、かって

堀切の菖蒲園と並び称され、大いに賑わったということ。明治 37 年（1904）開設の蒲田駅

も菖蒲園に来るお客さんのための駅だったようだ。 

下の図は逆川の流れの跡です。菖蒲園は呑川を挟んで両側にあり、水の供給は無くてはな

らなく、排水も必要です。つまり、逆川の水が菖蒲園に流れ込み、呑川に排水したのでは？

呑川の北側は？下の図を見てください。柳橋辺りに落ちる水路が見えます。辿っていくと水

路は呑川の何処からか引いてきたように見えます。 

すべては「ではないかな」ということです。 
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この図にも逆川と柳橋に落ちる水路が記されています。菖蒲園が無くなって、昭和 6 年

（1931）その跡に蒲田区役所が出来、区役所の隣に蒲田小学校が出来ました。 

呑川を少し下ると夫婦橋です。夫婦橋から水路は二手に分かれます。 

太い 1 本は呑川本流、細いのは松葉（下袋）用水です。農業用水として使用された六郷用水

で、下流の下袋村一帯を潤し、北前堀に流れていました 

 

９．夫婦橋 

呑川を下って、京急蒲田駅のホームの下を呑川が流れていますが、ホームと呑川の写真。

川の上に駅のホーム、ちょっと絵になる感じです。京急蒲田の南には、東海道が走っていて、

夫婦橋が架かっている。新しくなった蒲田駅周辺はまごつくばかりで、橋と云われてもピン

とこないが、昔の＜東 海 道 分 間 延 絵 図＞を見てみょう。  
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東海道分間延絵図には現在の夫婦橋の所に「字女夫土橋」と書かれている、昔は土橋だった

んだと知り、ちょっと寄り道をして土橋ってどんな橋と疑問に思い探してみた。 

＜名所江戸百景＞ 

これは安藤広重の「名所江戸百景」の中の土橋で、さしあたり 2 枚見つかった。しかし、

ここは東海道。江戸の旅人が行き交ったところ。車こそ通らないが馬や、荷車が、大名行列

が行き交ったところ。広重の絵より橋脚も太く道幅も街道にふさわしい土橋であったと思い

めぐらした。 

 

下の写真は、駒込の六義園内の池に架かっている土橋です。 

 

＜六義園の土橋＞ 
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10．夫婦橋の堰と分水による松葉用水の図 

大正 14 年の地図を見ると夫婦橋は、潮の害から呑川の水を守る大切な役割があったこと

がわかる。 

夫 婦 橋 上

流 側 に 堰

があった。

こ の 堰 は

満 ち て く

る 潮 を 上

流 に 行 か

な い よ う

に す る た

め の 堰 で

ある。 

堰 き 止 め

ら れ た 水

は 下 袋 用

水 と し て

分水し、糀

谷・下袋地

区に。送ら

れた。 

 

この夫婦橋の堰も時代が進み、田んぼも無くなり用水が必要無くなると、中土手などと共に

流れを阻む障害物は水害の敵となった。中土手事件が発生する前の昭和 4 年（1929）に夫

婦橋の堰は取り壊されて、昭和 7 年（1932）に埋め立てられました。 

今海からの潮は何処まで呑川を登って来るのでしょうか。  


